
幸田駅西工場団地

れ
る
か
。

Ａ�　

環
境
基
本
条
例
な
ど
で
指

導
し
て
い
く
。

Q　

緩
和
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ�　

生
産
効
率
向
上
の
た
め
の

敷
地
の
有
効
な
活
用
が
可
能
。

　
（�

反
対
２
、
賛
成
13
で
可
決
）

化
な
ど
防
災
・
安
全
対
策

と
将
来
を
見
据
え
た
計
画

づ
く
り
を
重
点
施
策
と
位

置
付
け
、
児
童
ク
ラ
ブ
増

設
な
ど
子
育
て
支
援
や
教

育
な
ど
各
種
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
６
次
幸
田
町

総
合
計
画
な
ど
の
将
来
計

画
の
策
定
や
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
な
ど
各

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
・

修
繕
計
画
の
策
定
を
お
こ

な
う
な
ど
行
政
改
革
に
努

め
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
定
工
場
は
、
敷
地
面
積
が

９
０
０
０
㎡
、
建
築
面
積
が

３
０
０
０
㎡
で
町
内
に
20
社
あ

る
。

　

緑
地
面
積
と
環
境
施
設
面
積

率
の
緩
和
を
図
り
企
業
立
地
を

推
進
す
る
。

Q�　

自
然
環
境
と
緑
地
は
守
ら

　
社
会
経
済
情
勢
は
、
経

済
対
策
に
よ
り
、
景
気
は

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続

い
て
い
る
も
の
の
、
消
費

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

影
響
も
あ
り
、
個
人
消
費

等
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

町
に
お
き
ま
し
て
も
、
町

税
全
体
で
は
前
年
度
に
対

し
微
増
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日

か
ら
25
日
ま
で
の
25
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
町
長
が
新
年
度

予
算
の
大
要
と
施
政
方
針
「
愛

と
幸
せ
の
あ
る
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
」
と
町

政
の
基
本
的
な
考
え
を
表
明
。

　

平
成
27
年
度
の
９
会
計
の
当

初
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
26
年

度
の
補
正
予
算
、
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
条
例
の
制
定
、
監
査

委
員
の
選
任
、
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
37
件
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
議
員
提
出
議
案
の
「
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
」

な
ど
３
件
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
陳
情
１
件
を
審
議
し
、

採
択
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議

員
が
町
政
全
般
の
問
題
を
た
だ

し
ま
し
た
。

町
長
施
政
方
針

定
あ
例
ら
会
ま
の
し

3月

特
定
工
場
の
緑
地

　
　
　
　
面
積
を
緩
和
す
る
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坂崎保育園入園式

高齢者サロン

　

３
つ
の
常
任
委
員
会
を
総
務

教
育
委
員
会
と
福
祉
産
業
建
設

委
員
会
と
す
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

政
務
活
動
費
の
額
を
年
額

６
万
円
か
ら
12
万
円
と
す
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確

実
な
運
用
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）の
提
出
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確

実
な
運
用
の
確
保
を
求
め
る
陳

情
書
。

陳
情
者　

連
合
愛
知
三
河
中
地

域
協
議
会　

代
表　

矢
田
勝
弘

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

最
終
日
に
、
平
成
26
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
４
３
３
８
万

５
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
た
。

　

国
の
緊
急
支
援
交
付
金
を
活

用
し
て
次
世
代
産
業
創
出
事
業

と
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
を
お
こ
な
う
。

Q�　

次
世
代
産
業
創
出
事
業
と

は
。

A�　

地
方
創
生
の
た
め
総
合
戦

略
の
策
定
と
、
次
世
代
の
産

業
を
創
出
す
る
た
め
に
研
究

調
査
を
委
託
し
て
い
く
。

Q�　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
と
は
。

A�　

事
業
主
体
を
商
工
会
と
し

商
店
の
売
り
上
げ
拡
大
と
、

景
気
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
。

Q�　

具
体
的
な
計
画
は
。

A�

・�

販
売
額　

１
万
円
で
５
０

　
　

�

０
円
券
24
枚
つ
づ
り
の

１
万
２
０
０
０
円
分
。

　

・�

販
売
方
法　

一
世
帯
３
セ

ッ
ト
ま
で
。
詳
し
く
は
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

　

・�

使
用
方
法　

約
２
０
０
店

舗
の
商
工
会
加
盟
店
な
ど

で
７
月
か
ら
12
月
末
ま
で

利
用
で
き
る
。

　
　
（
反
対
１
賛
成
14
で
可
決
）

　

会
計
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
予
算
の
追
加
や
調
整
な
ど

一
般
会
計
、
特
別
会
計
あ
わ
せ

て
７
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は

２
億
４
１
３
３
万
円
が
減
額
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
会
議
の
設
置
、
組

織
な
ど
を
定
め
る
。

Q　

会
議
の
持
つ
役
割
は
。

A�　

子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
反
映
さ
せ
る
。

Q�　

会
議
の
公
開
を
。

A�　

公
開
し
て
い
く
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

も
と
、
４
月
か
ら
保
育
制
度
が

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
介
護
保

険
料
段
階
、
保
険
料
率
を
改
正
。

介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
は
29
年
４
月
か
ら
。

Q�　

現
行
水
準
を
確
保
で
き
る

か
。

A�　

事
業
者
と
委
託
契
約
を
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

Q�　

所
得
の
段
階
区
分
の
細
分

化
は
で
き
な
い
か
。

A�　

対
象
者
は
少
な
い
。

　
　
（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

監
査
委
員　
　

�
（
任
期
４
年
）

　

山
下　

力　

氏　
　
（
大
草
）

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
同
意
）

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に

よ
り
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、
対
処
な
ど
を
審
議

す
る
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会

を
設
置
す
る
。
必
要
に
応
じ
て

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
を
設

置
。

Q�　

教
育
委
員
会
と
町
長
部
局

と
の
連
携
は
。

A�　

現
在
で
も
連
携
は
と
れ
て

い
る
。

Q�　

い
じ
め
で
重
大
事
件
が
お

き
た
時
は
。

Ａ�　

専
門
的
な
助
言
を
も
ら
う

た
め
、
平
成
26
年
８
月
25
日

岡
崎
市
・
幸
田
町
で
学
校
警

察
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
、
運

営
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正

さ
れ
た
こ
と
で
、
教
育
長
が
一

般
職
か
ら
特
別
職
と
な
る
。

Q�　

首
長
が
教
育
長
を
任
命
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
教
育
内

容
へ
の
介
入
で
は
な
い
か
。

A�　

職
務
権
限
は
明
確
に
な
っ

て
い
る
。

　
（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

議
員
提
出
議
案

陳
　
情

２
０
０
０
円
お
得

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行

議
案
審
議

平
成
26
年
度

　
最
終
補
正
予
算

職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

保
育
料
の
改
正

子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
を
制
定

第
６
期
介
護
保
険

事
業
が
ス
タ
ー
ト

人
事
案
件

変
わ
り
、
新
制
度
に
基
づ
く
保

育
料
の
徴
収
基
準
の
見
直
し
。

Q�　

所
得
区
分
算
定
が
、
所
得

税
か
ら
市
町
村
民
税
に
な
る
。

影
響
は
。

A�　

１
８
８
人
が
増
と
な
り
90

人
が
下
が
る
。

Q�　

み
な
し
控
除
の
再
算
定
で

負
担
増
避
け
よ
。

A�　

階
層
区
分
に
盛
り
込
ん
で

い
る
た
め
見
直
し
は
し
な
い
。

　
　
（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

い
じ
め
防
止
対
策

委
員
会
を
設
置

議会だより●平成27年４月27日3



平
成
27
年
度
予
算
の
規
模
は
一
般

会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
な
ら

び
に
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
て
総
額

２
２
５
億
１
４
３
４
万
円
と
な
り
、
前

年
度
比
12
億
８
６
５
万
円
で
５
・
７
％

の
増
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額
１
３
７
億
９
０

０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

６
億
７
０
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

　

新
年
度
の
予
算
の
自
主
財
源
は
、
歳
入
総
額
の

79
％
を
占
め
て
お
り
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
を

受
け
な
い
「
不
交
付
団
体
」（
31
年
連
続
）
を
見

込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
予
算
規
模
は
町
税
回
復
傾

向
で
平
成
23
年
度
に
続
く
過
去
２
番
目
と
な
っ
た
。

町
の
歳
入
に
は
個
人
町
民
税
・
法
人
町
民
税
・
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
の

町
税
や
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
と
国
・
県
な
ど

か
ら
交
付
さ
れ
る
収
入
で
あ
る
依
存
財
源
が
あ
る
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算

総
額
２
２
５
億
１
４
３
４
万
円

人口増で学校整備

（入るお金）

自主財源

依存
財源

繰入金
11億2521万円

諸収入
4億8017万円

繰越金
3億円

使用料及び手数料
2億2009万円
分担金及び負担金
2億2364万円

財産収入ほか
2309万円

国庫支出金　
10億4793万円

県支出金
7億4921万円

地方消費税交付金　
6億8000万円

町債（借金）　
1億7000万円

そのほか
1億6700万円

地方譲与税　
1億2500万円

町税
84億7866万円

内訳
・個人町民税
　24億円
・法人町民税
　12億9060万円
・固定資産税
　41億3996万円
・都市計画税
　2億8900万円
・軽自動車税
　7650万円
・たばこ税
　2億7900万円

歳入
（入るお金）

町
税
の
総
額
は
84
億
７
８
６
６
万
円

で
、
前
年
度
比
１
・
3
％
増
と
な

っ
た
。
う
ち
法
人
町
民
税
は
、
企
業
業

績
の
回
復
で
増
加
。
固
定
資
産
税
は
家

屋
分
の
評
価
替
え
な
ど
に
よ
り
若
干
の

減
と
な
っ
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
児
童
手
当
・
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
金
な
ど
に

よ
り
10
億
４
７
９
３
万
円
と
な
っ
た
。

　

財
政
調
整
基
金
か
ら
11
億
２
５
２
１

万
円
を
繰
入
れ
し
、
全
体
調
整
を
お
こ

な
っ
た
。

歳
出
で
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
消
防

救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
、
遊
水

地
土
地
利
用
計
画
、
児
童
館
基
本
構
想
、

幸
田
小
学
校
整
備
実
施
設
計
、
ハ
ッ
ピ

ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
改
修
計
画
、
防
犯

灯
L
E
D
化
、
幸
田
駅
前
広
場
基
本
計

画
策
定
な
ど
将
来
に
備
え
た
予
算
と
な

っ
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
の

対
象
医
療
費
の
見
直
し
に
よ
り
大
幅
増

を
見
込
ん
だ
。

幸田小学校

自主財源
108億5086万円
依存財源
29億3901万円
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新
年
度
予
算
の
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度
比

１
億
５
３
４
３
万
円
の
減
額
。

　

投
資
的
経
費
は
、
３
億
４
８
０
３
万
円
の
増
額

で
あ
る
。

　

歳
出
は
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
（
借
金

返
済
）
な
ど
経
常
的
な
も
の
で
、
任
意
に
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
義
務
的
経
費
と
普
通
建
設
事

業
や
災
害
復
旧
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
あ
る
。

人
と
自
然
を
大
切
に

　
　
　

す
る
予
算
配
分

　

町
税
が
回
復
傾
向
に
あ
る
中
、
新
規
事
業

と
し
て
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
化
、
児
童
館

の
建
設
構
想
、
道
路
電
光
掲
示
板
、
防
犯
灯

の
L
E
D
化
な
ど
が
事
業
化
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
教
訓
を
生
か
し
財
政
調
整

基
金
の
保
持
、
並
び
に
公
債
費
の
減
少
に
向

け
て
の
配
慮
が
あ
る
。

　

効
率
的
・
効
果
的
な
事
務
事
業
の
執
行
を

は
か
り
、
住
民
全
員
が
満
足
す
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
む
よ
う
期
待
す
る
。

町
民
生
活
を
守
る

　
　
　

町
政
運
営
を

　

企
業
誘
致
を
加
速
す
る
予
算
で
あ
る
。
自

然
環
境
を
破
壊
し
て
企
業
優
先
の
ま
ち
づ
く

り
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施
は
個
人
情
報
漏

え
い
が
危
惧
さ
れ
る
。
保
育
新
制
度
で
保
育

料
引
き
上
げ
は
す
べ
き
で
な
い
。

　

国
の
経
済
政
策
や
消
費
税
増
税
は
町
民
の

く
ら
し
を
直
撃
し
格
差
社
会
を
拡
大
。
町
民

生
活
を
守
る
町
政
運
営
を
。

平成27年度

過去２番目

137億9000万円を可決
町税回復傾向で

杉
浦
あ
き
ら 

議
員

丸
山
千
代
子 

議
員

各会計別の当初予算と採決状況 （▲は減）
会　計　区　分 予算額 前年度比（％） 採決の状況

一般会計 137億 9000万円 5.1� 反対 1：賛成 14で可決

特別会計

土地取得 2280万円 ▲ 22.7 全員賛成で可決
国民健康保険 36億 9076万円 16.9� 反対 2：賛成 13で可決
後期高齢者医療 3億 1167万円 4.9� 反対 2：賛成 13で可決
介護保険 17億 4474万円 2.6� 反対 2：賛成 13で可決
幸田駅前土地区画整理事業 3億 6972万円 14.6� 全員賛成で可決
農業集落排水事業 3億 8859万円 0.9� 反対 2：賛成 13で可決
下水道事業 7億 5556万円 ▲ 3.1� 反対 2：賛成 13で可決

水道事業会計 収益的支出 7億 2861万円 ▲ 8.6� 反対 2：賛成 13で可決資本的支出 7億 1189万円 ▲ 0.6�
合　　　　　計 225億 1434万円 5.7�

討論

反
対

賛
成

一般会計
予算

維持補修費
2億8726万円

貸付金
9000万円

予備費
3000万円
積立金
1990万円

補助費等
17億4253万円

物件費
26億9422万円

　普通建設事業費 
11億6498万円

災害復旧費
797万円

人件費
33億557万円

扶助費
18億287万円

公債費（借金返済）
11億87万円

繰出金
15億4384万円

義務的
経費

そのほか
の経費

投資的
経費

歳出
（使うお金）

義務的経費
62億� 931万円

投資的経費
11億7295万円

議会だより●平成27年４月27日5



計画づくり

　

２
日
間
に
わ
た
り
集
中
審
議

も
の
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｑ�　

活
動
拠
点
は
。

Ａ�　
愛
知
工
科
大
学
の
一
室
。

Ｑ�　

狙
い
は
何
か
。

Ａ�　
新
技
術
の
取
得
意
欲
の
高

い
地
元
企
業
に
、
大
学
の
知

識
を
紹
介
。

Ｑ�　

活
動
期
間
は
。

Ａ�　

５
年
間
の
予
定
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

Ｑ�　

名
鉄
バ
ス
廃
止
後
の
ル
ー

ト
見
直
し
を
。

Ａ�　
北
ル
ー
ト
を
中
心
に
バ
ス

停
を
増
加
。

Ｑ�　

利
用
者
の
変
動
は
。

Ａ�　
廃
止
後
、
５
ヵ
月
で
１
０

　

０
０
人
増
え
た
。

墓
地
公
園
構
想

Ｑ�　

今
ま
で
に
２
回
検
討
し
た

が
。

Ａ�　
今
回
は
特
定
の
場
所
で
は

な
い
。
全
町
的
に
調
べ
る
。

予
算
特
別
委
員
会

Q

A
＆

新
産
業
創
出

快
適
生
活
・
環
境

魅力あるまちづくり計画
幸田駅前広場
1000万円

児童館
坂崎・幸田・
豊坂学区
200万円

菱池遊水地
の土地利用
500万円

校舎改造工事
坂崎小学校　1800万円

校舎の増築計画
幸田小学校　2000万円

トイレ改修
坂崎・深溝小学校
1500万円
永野公園
　200万円

次世代自動車
購入補助
285万円

注目事業

快適生活・環境

議会だより ●平成27年４月27日 6



未来に向けた

次
世
代
自
動
車
の
購
入
補
助

Ｑ�　

燃
料
電
池
車
の
場
合
の
金

額
と
台
数
は
。

Ａ�　

１
台
30
万
円
で
３
台
と
予

想
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

Ｑ�　

地
元
か
ら
の
要
望
と
設
置

場
所
は
ど
こ
か
。

Ａ�　
警
察
と
相
談
し
て
決
め
る
。

防
犯
灯
の
L
E
D
化

Ｑ�　

電
気
料
金
は
。

Ａ�　

年
１
２
４
８
万
円
が

５
８
０
万
円
、
47
％
に
削
減
。

Ｑ�　

リ
ー
ス
化
の
狙
い
は
。

Ａ�　
維
持
管
理
、
点
検
修
理
が

リ
ー
ス
料
に
含
ま
れ
経
費
削

減
と
な
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

Ｑ�　

メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ�　
社
会
保
障
と
税
の
一
元
管

理
が
で
き
る
。

Ｑ�　

い
つ
か
ら
使
用
開
始
か
。

Ａ�　
平
成
28
年
開
始
予
定
で
、

個
人
情
報
流
出
防
止
も
図
る
。

安
全
・
安
心

く
ら
し

施設の長寿命化計画 ハッピネス・
ヒル・幸田
3館修繕計画
1518万円

橋梁長寿命化修繕
計画
1900万円

防災備蓄倉庫
南部中学校
570万円

太陽光発電設備
幸田・南部中学校（避難所）
5831万円

消防救急無線
デジタル化
1億 8316万円
運用開始平成28年4月

耐震化
体育館吊り天井
荻谷小学校　2500万円

新年度
予算審議から

安全・安心

議会だより●平成27年４月27日7


